
地域密着型金融の取り組みについて（2022年度） 

 金融仲介機能の発揮に向けた取り組み 

▸金融仲介機能の発揮および地域活性化に関する取り組み方針 

▸事業性評価の取り組み 

▸担保・保証に過度に依存しない融資 

▸ライフステージに応じたソリューションの提供 
創業期／成長期・安定期／低迷期・再生期 
金融円滑化の取組み 

 地域活性化に向けた取り組み 

▸FFGの考える地方創生 

▸地域の面的再生への積極的な参画 
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■ 持続可能な地域社会の実現に向けた金融仲介機能の発揮

金融仲介機能の発揮に向けた取り 組み

金融仲介機能の発揮およ び地域活性化に関する 取り 組み方針

　 当社グループは、地域金融機関とし て、地域経済の活性化・ 発展に貢献すること が最大の使命であると 考えています。これ

を実現するため、これまで培ってきたスキルやノウハウ、総合金融グループとし ての幅広いソリューショ ンや広域なネット ワーク

を活用し て、質の高い金融仲介機能を発揮し ていきます。

　 課題解決に向けた最適なソリューショ ンを積極的に提供し 、お取引先の成長に貢献し ていく こと で、FFG がサステナビリ

ティ 方針とし て掲げる「 地域経済発展への貢献」と「 FFG の企業価値向上」の好循環サイクルを創出し 、持続可能な地域社会を

実現し ていく ことを目指します。

FFG が目指す姿の実現に向けて

　 第7 次中期経営計画の重点取り 組みである「 営業改革」では、お客さまの中・ 長期的なニーズや課題を共有し て本業支援に

取り 組むゴールベース型営業を実践し 、お客さま本位の営業を徹底し ていきます。また「 戦略系子会社の強化」においては、グ

ループ会社の事業領域を拡大すること で、グループ総合力およびソリューショ ン力を向上さ せます。

　 多様化するお客さまニーズに対応し ながら付加価値の高いサービスを提供し ていく 金融グループとなることで、目指す姿を

実現し ていきます。

ファイナンスと

コンサルティ ングを通じ て

すべてのステークホルダーの

成長に貢献する

ザ・ ベスト  リージョ ナルバンク

FFGが考えるサステナビリティ

サービ ス開発力

好循環サイクルを創出し 、

持続可能な地域社会の実現に貢献

地域経済発展への貢献

FFG の企業価値向上

長期ビジョ ン（ 2 0 3 0 年に目指す姿）
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第7 次中計経営計画

業務改革2 n d 営業改革

戦略系子会社の強化 新事業への挑戦

多様化するニーズに応え、お客さ ま起点の

使いやすいサービスを社内でつく り 、改善し ていく

ソリューショ ン 力
地域社会やお客さ まの課題を解決できる、

付加価値の高いソリューショ ンと 担当者のスキル

組織力
オープンでフラット な組織風土のもと 一人ひとり が

自律的に行動し 、グループ 一丸と なって目標を達成する

新たな価値共創 他



･当社グループのメ イン取引先のう ち7 割以

上の取引先において、売上増加等経営指標

の改善が見ら れており 、経営改善に伴う 資

金需要等にも積極的に対応しています。

※メイン取引先

決算データ が直近２ 期あり 、当社グループ

行の融資残高が最も 大きい法人取引先

グループ

※経営指標

売上高、営業利益率、従業員数、労働生産性

（ 従業員一人当たり の営業利益）

福岡銀行

8 ,3 5 8 先

2 1 ,9 1 6 億円

6 ,3 1 0 先

7 5 .5 %

メイン取引先数< グループベース>（ A）

メイン取引先の融資残高

Aのう ち経営指標等が改善した先（ B）

改善先の割合（ B／A）

熊本銀行

2 ,6 2 5 先

2 ,6 9 3 億円

1 ,9 9 4 先

7 6 .0 %

十八親和銀行

4 ,9 3 1 先

8 ,1 2 6 億円

3 ,8 3 5 先

7 7 .8 %

（ 2 0 2 2 年3 月末）

■2 0 2 0 .3 末　 ■2 0 2 1 .3 末　 ■2 0 2 2 .3 末

（ 単位：億円）■ 経営指標等が改善し た先（ B）の融資残高

福岡銀行 熊本銀行 十八親和銀行

■ 取り 組み体制

当社グループでは、グループ 3 行およびグループ 関連会

社、さらには外部専門家・ 外部機関と の幅広いネット ワーク

を活かし ながら 、事業性評価を実践すること により 、お客さ

まの成長ステージ・ 経営課題・ 様々なニーズに応じ た最適な

ソリューショ ンを提供する体制を構築し ています。

　 また、地域金融機関に期待さ れる役割をこ れまで以上に

果たすべく 、「 地方創生推進グループ 」を中心に本部・ 営業

店・ グループ 各社が一体と なって、当社グループ が持つ知

見やネット ワークを外部機関などと 連携し ながら 活用する

体制を構築し ています。

基本方針に基づき、グループ 一体と なって最適なソリューショ ンを提供すること で、取引先企業の経営改善に向けた

取り 組みを積極的にサポート し ています。

■ メ イン 取引先の状況

外部機関

持株会社

● お客さま窓口● ソリューショ ン提供　 ● 自治体窓口　 ● 金融円滑化統括

地域共創部

ビジネス開発部

グローバルソリューション部　

産業金融部

営業統括部

融資部

融資統括部

営業推進部

法人営業部

ソリューション営業部

融資部

営業推進部

ソリューション営業部

地域振興部

融資部

銀行本部 店舗

● 中小企業の経営支援

● 地域活性化

～地方創生の推進強化～

担当部署：

　 営業統括部

　 地方創生推進グループ

● 公的機関

　（ 中小機構・

商工会議所等）

● 中小企業診断士

● 税理士

● 監査法人

● 地域経済活性化

支援機構

● 中小企業

再生支援協議会

● 地域ネット ワーク

● ファンド 　 など

ふく おかフィ ナンシャルグループ

連携グループ
関連会社

・ FFGビジネス
コンサルティング

・ FFG証券

・ ふく おか債権回収

・ FFGほけん
サービス

・ FFGリース

他

営業店

ローン

センター

法人ビジネス

サポート センタ ー

1 8 ,2 3 8

16 ,2 8 9

1 7 ,9 3 6 2 ,2 0 3

1 ,9 7 7

2 ,2 6 5 6 ,7 2 0
6 ,2 2 6

6 ,7 7 5



創業期

成長期再生期

安定期低迷期

事業性評価の取り 組み

　 当社グループは、ブランド スローガン「 あなたのいちばん

に。」を念頭に積極的な対話を通じ て、さ まざまなライフ ス

テージにある取引先企業の事業内容や成長可能性を適切

に評価し 課題・ ニーズを的確に把握するとともに、その課題

等を共有し 、最適なソリューショ ンを提供すること でお客さ

まの企業価値向上に努めています。

担保・ 保証に過度に依存し ない融資

　 当社グループでは融資に際し て、取引先企業の事業内容

等を分析し たう えで、事業に必要な資金を融資し ています。

その際、融資金の使途や返済原資等を総合的に勘案し 、担

保や保証をご 提供いただく 場合も ありますが、必ずし も 融

資額相当の担保や保証をご 提供いただいている訳ではご

ざいません。

　 下図のと おり 、地元中小企業に対する融資においても 、担

保・ 保証の評価以上に融資を行い、与信残高に占める非保

全額は5 0％以上で推移し ています。

　 今後も 取引先企業の事業内容や成長可能性を適切に評

価する「 目利き力の更なる向上」に取り 組むとともに、「 担保・

保証に過度に依存し ない融資」により 一層努めていきます。

取引先企業 銀　 行

● 地域経済や地域の産業分析

● 目利き力向上に向けた取り 組み

 （ 人財育成）

● 関連会社や外部機関との連携

対　 話

分析・ 評価

課題･ニーズ共有

最適なソリューションの提供

【 福岡銀行】 【 熊本銀行】 【 十八親和銀行】

■ 地元中小企業融資先の非保全額・ 非保全率 与信残高 非保全額 （ 単位：億円）

非保全率（ 単位：％）

※地元： 福岡銀行： 九州全域／熊本銀行： 熊本県／十八親和銀行： 長崎県・ 佐賀県

※中小企業： 地方公共団体・ 大企業・ 中堅企業を除く

※非保全額（ 率）： 不動産等の担保・ 保証協会保証がおよんでいない融資額（ 非保全額が融資総額に占める割合）

2 0 2 2 .3 末2 0 2 1 .3 末2 0 2 0 .3 末

5 7 .1
6 0 .3

3 5 ,9 2 3

19 ,675

35 ,2 6 2

1 9 ,2 3 6

5 4 .6 54 .8

32 ,0 4 9

1 8 ,9 2 9

5 9 .1

2 0 2 2 .3 末 旧親和銀行
2 0 2 0 .3 末

旧十八銀行 十八親和銀行
2 0 2 1 .3 末

2 0 2 1 .3 末2 0 2 0 .3 末

5 ,8 2 1

2 ,9 5 6

5 ,7 3 2

2 ,9 8 2

50 .8 52 .0
56 .0

5 ,3 7 3

3 ,0 6 4

5 7 .0

4 ,3 3 4

1 0 ,1 4 0

5 ,6 7 7

2 ,6 1 1

4 ,9 3 1

2 ,8 1 7

十八親和銀行
2 0 2 2 .3 末

5 5 .3

9 ,8 4 1

5 ,4 3 9



ラ イフ ステージに応じ たソリューショ ン の提供

　 当社グループは、お客さまの各ステージ（ 創業期、成長期、安定期、低迷期、再生期）におけるニーズや経営課題を解決し 、

中長期的な成長を支援する最適なソリューショ ンを提供し ています。

【 ライフステージ】

事業カウンセラ ーの設置ファンド を活用し た創業・ 開業支援事例

【 農業分野の特徴】

・  天候リスクが大きい

・  収益を生むまで（ 播種～収穫）時間を要する

【 A社の状況】

・  設立2 期目の農業法人（ 異業種から農業参入）

・  農業所得向上を目的に、加工品製造を計画

農業ファンド 出資 金融機関融資

事業計画

策定支援

販路開拓

支援

経営管理

体制構築

経営基盤の

安定化

農業法人の立上げ期を支援し

農業を成長産業化へ

「 事業カウンセラー」

豊富な経験・ スキルを活かし 、

資金調達や事業計画の作成等

銀行取引のあらゆる面をサポート

事業
カウンセラー

取次ぎ

営業店

お客さま

連携

ノウハウ
享受・ 協調

九州経済

産業局

日本政策

金融公庫

各県信用

保証協会

商工会・

商工会議所 グループ銀行

各税理士会各自治体

業務提携

創業期 成長期 安定期 低迷期 再生期

M &A

ファンド の活用

海外ビジネスサポート

ビジネスマッチング

創業支援

（ 事業カウンセラー）

政府系金融機関との連携

ファンド の活用

事業再生支援

M &A・ 会社分割

事業承継支援

■ 創業期

当社グループでは、ファンド を活用し た安定的な資金供給や、グループ 銀行に設置する「 事業カウンセラー」と 関係団体等

と のネット ワークの活用、ＵＩＪ 創業セミ ナーなど、さまざまな創業・ 開業支援を積極的に行っています。



～国内商談会～
● 長崎ビジネス商談会 in  出島メッセ長崎

● 長崎デザインアワード 2 0 2 1 　 受賞者向け商談会

● 島原オンライン商談会

● 海外販路創出オンライン商談会

～海外商談会・ セミ ナー～
● 香港・ 華南地区日本企業オンラインセミ ナー・ 商談会2 0 2 1

● 長崎ビジネス商談会 in  出島メッセ長崎　 海外販路の個別相談会

～国内主なセミ ナー～ ※FFG 経営者クラブ向けセミ ナー

● 新入社員研修会、新入社員フォローアップ 研修会

● 経営幹部の育ちを進める1 3 ポイント

● ファシリテーショ ン・ スキル　 ステップアップ 編

● 実践！ 伝える力ト レ ーニング

● 人と 関わる力を伸ばすビジネスマナー講座

〈 長崎ビジネス商談会 in  出島メッセ長崎〉

ふく おかフィ ナンシャルグループ の海外ネット ワーク

香港駐在員事務所

大連駐在員事務所

上海駐在員事務所

シンガポール駐在員事務所

ホーチミ ン駐在員事務所

バンコク駐在員事務所

ニューヨ ーク駐在員事務所

台北駐在員事務所

中華人民共和国

タ イ

カンボジア

ミ ャンマー

インド 台湾

フィリ ピン

マレーシア

インド ネシア

アメリカ

カナダベト ナム

・ M & A支援先数は、お客さまからご相談をう けて事業譲受・ 譲渡が成約し た先のみ計上し ています。

先数

福岡銀行 十八親和銀行熊本銀行

2 0 2 1 年度

1 7 社

2 0 2 0 年度

1 6 社

2 0 2 1 年度

2 2 社

2 0 2 0 年度

1 2 社

2 0 2 1 年度

2 社

2 0 2 0 年度

2 社

■Ｍ&Ａ 支援先数

■ 成長期・ 安定期

当社グループでは、お客さまの販路開拓支援等のためビ

ジネスマッ チン グや各種商談会を 積極的に行っています。

海外進出や海外への販路拡大等については、福岡銀行の

海外駐在員事務所や外部提携機関と 連携し サポート し て

います。また、お客さ まの事業規模拡大等の成長支援のた

め、M & A等のソリューショ ンも 提供し ています。

■ 商談会・ セミ ナー等開催実績 （ 2 0 2 1 年度中）

海外販路の個別相談会



■ 事業承継

事業再生支援の事例

後継者問題を抱える企業

資産の承継

経営の承継

●親族内承継

●役員・ 従業員への承継

●外部からの招聘

●M & A

サ
ポ
ー
ト事

業
承
継
先

決算書類、財務資料等に基づき 、株

式の概算評価額を算定します。

株式の効果的な移転スキーム、企業

再編、従業員持株会、ＭＢＯ 、事業承

継ファンド の活用等、お客さまの状況

に応じ て、適切な事業承継プラ ンの

提案を行います。

相続対策等について、適切な手法に

よる対策の提案を行います。

セミ ナーを通して事業承継のポイント

や関連情報等を提供します。

自社株
概算評価

事業承継
プランの提案

相続対策
の提案

事業承継
セミ ナーの実施

Ｆ
Ｆ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
3
行

◇事業承継支援先数

福岡銀行

熊本銀行

十八親和銀行

事業承継相談件数

2 02 1 年度

3 2 2 社

1 2 2 社

2 1 4 社

2 0 20 年度

3 5 2 社

1 2 5 社

1 8 3 社

～D D Sを活用し た金融支援～

【 バランスシート の変化】

本件経緯

●福岡銀行（ メ イン ）主導による福岡県中小企業再生支援協議会と 連携し た

A 社に対する事業再生支援

●主要取引先B社から の再生支援があり 、福岡県中小企業再生支援協議会の

関与により 作成さ れた計画の蓋然性が高いこと から 以下の支援を実施
・ 取引行協調でのD D Sによる支援

・ D D S後の残債をリファイナンスし 元金返済を猶予　・ 設備資金を融資

取り 組み前 取り 組み後

負債

D D S

負債
企業価値企業価値

実質債務超過実質
債務超過

※D D S…既存融資を劣後ローンに転換すること

A 社

B社D D Sによる金融支援　  設備資金融資

営業面・ 人材面の
支援

計画策定支援

福岡銀行・ 取引行

福岡県中小企業
再生支援協議会

●地域における雇用の確保

●主要取引先と の関係継続による商流の維持

●D D Sによる財務体質の改善、設備資金の融資による生産能力の向上等

支援による効果

■ 低迷期・ 再生期

当社グループでは、事業再生・ 経営改善のための支援に

ついては、お客さ まと の十分な話し 合いを通じ て営業店と

本部専門部署や外部専門家と 密に連携を図り ながら 、課題

解決に向けた取り 組みを行っています。財務面から の各種

サポート に加えて、事業面においても 経営課題の発見から

改善策の策定・ 実施までのサポート を行っています。

　 今後も、これまで蓄積してきたノウハウの活用や、新しい手

法を駆使し 、財務・ 事業の両面からのサポート を目指します。

近年、経営者の高齢化が進むなか、事業承継問題は企

業や地域社会にとって非常に重要な課題です。

当社グループ では、事業承継の課題解決に向けた体

制を構築し 、外部の専門家等と も 連携し ながら 、各種事

業承継支援メ ニューを提供し ています。後継者問題、自社

株対策、相続税対策等のお客さ まのさ まざまな 悩みに、

税理士・ 公認会計士等の専門家やグループ 関連会社と

連携し てお応えします。

好調先 順調先 不調先
条件変更先総数

3 ,7 2 6 社 6 9 社 9 5 社 3 ,5 6 2 社

1 ,0 3 0 社 1 2 社 2 7 社 9 9 1 社

1 ,7 5 1 社 4 社 4 1 社 1 ,7 0 6 社

福岡銀行

十八親和銀行

熊本銀行

■ 融資条件を変更し た先に係る経営改善計画の進捗状況
（ 2 0 2 2 年3 月末）

・ 融資条件を変更し た先のう ち好調先、順調先は、経営

改善計画を策定し 、計画を達成し ている先を計上し て

います。

・ 不調先の中には、経営改善計画の策定に至っていない

取引先も 多数含んでいますが、外部専門家紹介等、適

切な支援を提供し ています。



（ 2 0 2 1 年4 月～2 0 2 2 年3 月）※経営改善支援先： 当社グループが主導し て、経営改善計画策定や経営改善計画実現に向けた支援を行う 先

実抜計画認定先： 当社グループが、経営改善計画を「 実現可能性の高い抜本的な計画」と 認定し た先

◇経営改善支援先および実抜計画認定先の取り 組み実績

福岡銀行

3 9 ,3 6 0 先

5 0 6 先

（ 1 .3 % ）

2 8 先

（ 5 .5 % ）

2 8 4 先

（ 5 6 .1 % ）

熊本銀行

1 2 ,5 8 7 先

2 0 6 先

（ 1 .6 % ）

1 4 先

（ 6 .8 % ）

1 0 9 先

（ 5 2 .9 % ）

十八親和銀行

2 0 ,1 6 8 先

3 7 2 先

（ 1 .8 % ）

2 8 先

（ 7 .5 % ）

2 0 2 先

（ 5 4 .3 % ）

期初債務者数

期末に債務者区分がランクアップした先数

（ ランクアップ 率）

再生計画を策定し た先数

（ 再生計画策定率）

2 7 ,7 2 3

9 ,2 3 1

3 3 .3％

1 0 0

1 ,9 9 3

2 2

新規融資件数

新規融資に占める経営者保証に依存し ない融資件数

新規融資に占める経営者保証に依存し ない融資の割合

保証契約を変更し た件数※

保証契約を解除し た件数

ガイド ラインに基づく 保証債務整理の成立件数

7 ,7 7 8

1 ,9 8 6

2 5 .5％

4 4

5 7 3

1

1 2 ,6 2 7

4 ,0 7 1

3 2 .2％

4 1

1 ,2 3 9

0

（ 単位：件）

※保証契約を変更し た件数には、担保預金を考慮し た結果、保証金額を減額し た件数を計上し ています。

◇「 経営者保証に関するガイドライン」に係る取り 組み状況 （ 対象期間： 2 0 2 1 年4 月～2 0 2 2 年3 月）

　 また、お客さまと 保証契約を締結する場合、お客さまから 既存の保証契約の見直し・ 事業承継のお申し 入れがあった場合、

保証人である方が経営者保証に関するガイド ライン研究会が定める「 経営者保証に関するガイド ライン」に則し た保証債務の

整理を申し 立てられた場合は、同ガイド ラインおよび『 事業承継時に焦点を当てた「 経営者保証に関するガイド ライン」の特則』

に基づき誠実に対応するよう 努めていきます。
※ご相談に迅速かつきめ細かく 対応するため、営業店および本部に「 金融円滑化対応責任者」と「 金融円滑化対応担当者」を設置し 、実務対応の管理を行っています。

経営改善支援取り 組み先等

（ 経営改善支援等取り 組み率）

金融円滑化の取り 組み

　 当社グループは、業務の健全かつ適切な運営の確保に留意し つつ、中小企業者および住宅ローンをご利用のお客さまか

らご返済条件の変更等のお申込みなどがあった場合には、適時適切に対応し ていきます。

　 特に、中小企業者のお客さまからの経営改善・ 事業再生に関するご 相談をいただいた場合は、お客さまの事業についての

可能性やその他の状況を勘案し つつ、経営改善計画の策定支援ならびに進捗管理、助言を行う よう 努めます。なお、他金融

機関、政府系金融機関、信用保証協会、中小企業再生支援協議会など外部機関が関係し ている場合には、当該機関と 緊密

な連携を図るよう に努めます。

福岡銀行 熊本銀行 十八親和銀行



※2 0 2 1 年4 月～2 0 2 1 年9 月に代表者が変更となり 、保証契約の解除・ 締結などの手続きを2 0 2 1 年1 0 月～2 0 2 2 年3 月に実施した場合は、2 0 2 1 年4 月～2 0 2 1 年9 月の

実績を修正するとともに、2 0 2 1 年1 0 月～2 0 2 2 年3 月の実績として計上しております。

※朱色下線が修正箇所です（ 左記に伴い、割合も修正しています）。

1 4 ,5 9 0

4 ,8 9 7

3 3 .6％

新規融資件数 

新規融資に占める経営者保証に依存し ない融資件数※ 

新規融資に占める経営者保証に依存し ない融資割合

4 ,2 4 8

9 8 2

2 3 .1％

6 ,5 8 0

2 ,0 0 7

3 0 .5％

（ 単位：件）・ 新規融資に占める経営者保証に依存し ない融資の状況 （ 対象期間： 2 0 2 1 年1 0 月～2 0 2 2 年3 月）

（ 単位：件）・ 事業承継時における保証徴求の状況 （ 対象期間： 2 0 2 1 年1 0 月～2 0 2 2 年3 月）

4 ,8 9 1

4

2

0

新規に無保証で融資し た件数 

停止条件つき保証契約を活用し た件数 

解除条件つき保証契約を活用し た件数 

ABLを活用し た件数 

9 8 2

0

0

0

2 ,0 0 7

0

0

0

福岡銀行

新旧両経営者から保証徴求

旧経営者のみから 保証徴求

新経営者のみから 保証徴求

経営者からの保証徴求なし

熊本銀行

（ 単位：件）※内訳

7

1 8 8

2 5 4

5 3

件数

1 .4％

3 7 .5％

5 0 .6％

1 0 .6％

割合

0

8 6

4 9

1 1

件数

0 .0％

5 8 .9％

3 3 .6％

7 .5％

割合

0

1 2 6

1 0 0

3 1

件数

0 .0％

4 9 .0％

3 8 .9％

1 2 .1％

割合

1 3 ,1 3 3

4 ,3 3 4

3 3 .0％

新規融資件数 

新規融資に占める経営者保証に依存し ない融資件数※ 

新規融資に占める経営者保証に依存し ない融資割合

3 ,5 3 0

1 ,0 0 4

2 8 .4％

6 ,0 4 7

2 ,0 6 4

3 4 .1％

（ 単位：件）・ 新規融資に占める経営者保証に依存し ない融資の状況 （ 対象期間： 2 0 2 1 年4 月～2 0 2 1 年9 月）

（ 単位：件）・ 事業承継時における保証徴求の状況 （ 対象期間：2 0 2 1 年4 月～2 0 2 1 年9 月）

4 ,3 2 9

4

1

0

新規に無保証で融資し た件数 

停止条件つき保証契約を活用し た件数 

解除条件つき保証契約を活用し た件数 

ABLを活用した件数 

1 ,0 0 4

0

0

0

2 ,0 6 4

0

0

0

福岡銀行

新旧両経営者から 保証徴求

旧経営者のみから 保証徴求

新経営者のみから 保証徴求

経営者からの保証徴求なし

熊本銀行

（ 単位：件）※内訳

1 .1％

6 0 .6％

2 8 .7％

9 .6％

割合

0 .5％

6 4 .1％

2 9 .2％

6 .2％

割合

0 .0％

6 1 .4％

3 3 .4％

5 .1％

割合

ご 参考

福岡銀行 熊本銀行 十八親和銀行

十八親和銀行

十八親和銀行

十八親和銀行

熊本銀行福岡銀行

6

3 2 3

1 5 3

5 1

件数

1

1 3 4

6 1

1 3

件数

0

1 9 1

1 0 4

1 6

件数



地域課題

PJ組成

地域事業者

すべての

FFGお取引先

公的団体

国、県、市町村、

大学、医師会…

オールFFG

iBank、ビジコン

サステナブルスケール…

地域活性化に向けた取り 組み

FFG の考える 地方創生

　 現在、各地方自治体は、国の「 まち・ ひと・し ごと 創生総合

戦略」に基づく「 地方創生」の取り 組みを推進し ていますが、

当社グループは地域金融機関に期待さ れる役割をグルー

プ 一体と なって発揮し ていく ため、サポート 体制を強化し て

おります。

　 FFGでは、国が地方創生の3 つの視点とする「 ヒューマン」

「 デジタ ル」「 グリ ーン」をキーワード とし て捉え、地域が自ら

の特色や状況を踏まえて主体的に取り 組めるコンソーシア

ムの組成を支援し 、「 地場企業」の本業支援を進めていると

ころです。

■ 地方への人の流れの創出

　 糸島市の観光分野における課題であった「 滞在時間の伸

張、二次交通の拡充」の解決を目的とし て、産学官金連携で

の取り 組みを実施しまし た。具体的には、大学と 連携し たヘ

ルスツーリズムのモニタ ーツアーの実施、市内エリアを周遊

する観光バスの試行運行などの取り 組みを支援しまし た。

　 また、地元の特産物のオンライン販売・ 新し いお土産品の

開発などをグループ 会社の地域総合商社機能も 活用し な

がら 伴走しまし た。「 地場企業」が参画し 、商いにつながるこ

と（ 地参地商）を目指し た取り 組みとなりまし た。

●“ オール糸島地参地商”地域アクセスと 滞在時間向上事業

新型コ ロナウイルス感染症の感染拡大を契機とし て、テ

レワーク などの新し い働き 方への行動変容や、ライフスタ

イルの変化を捉え、都市圏から 地方への人の流れを創出す

る取り 組みを実施しまし た。

　 壱岐市のテレワーク・ ワーケーショ ン先進地とし ての受入

基盤、SD G s未来都市とし ての先駆性、対話型まちづく り な

ど交流による地域イノ ベーショ ン 活動と いった特色を活か

し 、交流拡大から 関係人口創出を目指し た取り 組みと なり

まし た。

●壱岐SD Gs共創キャンプ

ヘルスケア

SD Gsコンソーシアム

産業振興

教育文化芸術

エネルギー

観光振興まちづく り



■ デジタ ルを 活用し た地域産品の販路拡大支援

福岡県の伝統工芸品である久留米絣の販路拡大に資す

るため、広川町観光協会が主催する「 伝統工芸」×「 観光」の

連携によるクラフト・ ツーリズムの実証実験の一環とし て「 オ

ンラインかすり 祭」を開催しまし た。オンラインスト ア「 エンニ

チ」において、約2 0 0 点の久留米絣商品の販売や、織元が

絣の魅力を発信するオンラインイベント「 オンラインかすり

ツアー」を企画し 、リアルと オンラインのハイブリッド で本取

り 組みを支援しまし た。

●伝統工芸品の販路拡大支援

■ 持続可能なまちづく り

人口減少、後継者不在の土地（ 農地や耕作放棄地）など、

市町村や地元住民・ 地権者が抱える地域社会の課題をまち

づく り の観点から 解決に向けた取り 組みを行っています。

その一つとし て土地区画整理事業への取り 組みがあり 、道

路・ 公園等の公共施設を整備・ 改善し つつ農地等の土地の

区画を整え宅地の利用促進を図り 、市街地の新たな創出を

目指し ています。

　 まちづく り において、従来のよう な立地環境、交通アクセ

スに重点を置いたコンセプト だけではなく 、「 安心安全」「 健

康」「 防災」「 環境」「 エネルギー」「 モビリティ 」などのさまざま

な角度から 住人の快適性を 考え、地域の特性を 活かし た

「 持続可能なまちづく り 」を目標とし て掲げ、官民連携し た

取り 組みに挑戦し ています。

熊本県の地場産品の知名度向上につながる 商品PRの

場・ 機会を提供することを目的に、熊本市と 連携し て、熊本

の素材を活かし た食品加工品、物産品の商談会を開催し

まし た。

　 新型コ ロナウイルス感染者数の増加、「 熊本県独自の緊

急事態宣言」の発令等を受け、バイヤーの方には2 つの会場

（ 東京、福岡）からリモート で参加いただく など、オンラインを

活用し たウィ ズコロナの商談会となりまし た。

●熊本の物産商談会2 0 2 1

イメージ｜全体

イメージ｜無電柱化したまちなみ



PPP   パブリ ッ ク・ プラ イベート・    

      パート ナーシップ

： 官民協働。官と 民の協業により 、

  より よい公共サービ スを目指すも の。　

PFI    プラ イベート・ ファ イナンス・

     イニシアティ ブ

： PPPの一つで、PFI法に基づく

  民間資金を活用し た社会資本 

  整備手法。

市場化
テスト

業務委託

指定管理者
制度

包括民間
委託

ＰＦＩ

三セク や
民営化

官と 民の競争入札制度

PPPと PFIの関係

民間への一般的
アウト ソーシング

公共物管理の部分的委託

公共物管理の包括的委託

建設～維持管理運営
までの一括発注

公共事業の民営化

民
間
へ
の
事
業
依
存
度

低

高

P
P
P

（ 　 　 　 　   　 　 　 　 　 ）

（ 　 　 　 　   　 　   　 　 　 ）

PPP／PFI関連事業者（ 建設、運営、コ ンサル）

中央大手企業

●地場企業へのノウハウ提供、地場企業人財育成支援

●国内制度、動向等に関する情報提供

地方自治体

●地域密着型PPP／PFIに適した施設整備案件の提供

●地域密着型PPP／PFIに向けた制度設計

PPP／PFI関連事業者
（ 設計/建設/運営等）

地場企業

●新領域への事業展開

　（ 収益機会の創出）

●社内体制整備、人財育成

●業界内ネット ワーク構築

●企画提案力の習得

PPP／PFI事業

●地場企業の事業参入

●財政負担の軽減

平準化

●地域内での資金循環

FFG グループ

3 行

地公体と の
ネット ワーク 強化

PPP／PFIノウハウの
取得・ 知見向上

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
参
入

企
業
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

情
報
収
集

・
提
供

情報収集・ 提供

事業参画

情報共有、地場企業と の　 コンソーシアム組成支援

中央大手企業
と の連携

公共セクタ ー

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

■ PPP／PFIの取り 組み

政府は、民間の事業機会の拡大による経済成長を実現し

ていく ため、新たな官民連携（ PPP／PFI）事業に係る具体

的な案件が自立的に展開さ れる基盤の形成等を推進し 、幅

広い自治体での取り 組みを促し ています。こ れを受けて自

治体でも 、PPP／PFIのノ ウハウの共有・ 習得、関係者間ネッ

ト ワーク 構築等、具体的な動きが始まっているところです。

　 左記に対応する取り 組みとし て、地域金融機関である当

社グループ 3 行は、「 公共セクタ ー」「 地場企業」「 中央大手

企業」と 連携し 地域密着型PPP／PFIの実現に向けて取り

組んでいます。特に、「 地場企業」がPPP／PFI事業に参画で

きるよう な環境づく りやサポート を積極的に行っています。

福岡市は地域住民の交流を促進する場を提供し 、地域コ

ミ ュニティ の活性化、文化・ スポーツの振興、地域福祉の向

上に寄与するため、区レ ベルの行政サービ スを補完する施

設である「 ともてらす早良｜早良南地域交流センタ ー」を整

備、維持管理および運営する事業をPFI（ サービス購入型）

にて実施しまし た。地域金融機関とし て事業者（ SPC）に対

する事業資金融資を行い、地場企業とともに地域の活性化

に取り 組みまし た。

●福岡市早良南地域交流センタ ー整備事業

長崎市が官民一体と なって進めてきた出島メッセ長崎に

おいて、面的な開発支援にと どまらず、長崎M ICEスクール

や長崎M ICE 　 EXPO と いった、新し いつながり や機会を生

み出す場を通じ て、長崎でのM ICE開催等の盛り 上げに携

わってきまし た。今後も 観光業、宿泊業、飲食業、物販業を

はじ めと する幅広いサービス産業に属する地場企業が、出

島メッ セ長崎を事業機会創出の新たな拠点とし て利用し 、

交流の産業化等を推し 進める支援を実施し ていきます。

●長崎M ICE施設の開発支援



　 熊本市と の「 歴史まちづく り に関する連携」による取り 組

みの一環とし て、一般財団法人民間都市開発推進機構と

の共同出資により 、まちづく りファンド を設立しまし た。

　 本ファンド では、歴史的価値の高い町屋や空き店舗等の

リノ ベーショ ンなどを行い、活用する民間まちづく り 事業に

●「 く まもと 歴史まちづく りファンド 」の設立

投資を行います。長期的に資金面をサポート する体制が整

備さ れること で、地域の課題解決に資するまちづく り 事業

を促進し 、観光振興等による地域の活力向上を図ってまい

ります。

融資

ファンド の投資対象エリ ア
（ 城下町地区・ 川尻地区）

地元の方々が主体と なって、
エリ ア＆個別事業の
マネジメ ント を行う 。

投資
（ 出資・ 社債取得）

配当・ 利払・ 償還

補助
国

まちづく り に関する計画等の
実現に資する支援

熊本市

連携

民間都市開発
推進機構

熊本銀行

民間まちづく り 事業を
行う 者

建物のリ ノ ベーショ ンや
新築などにより 施設を
整備し 、運営する事業

・ 物販施設、飲食施設
・ 宿泊施設、オフィ ス
・ 子育て支援施設
・ 交流拠点施設　 等

く まもと 歴史
まちづく り ファンド

1 億円
出資

配当・ 償還

出資

配当・ 償還

地場企業、
個人等

出資等

■ 新規事業支援およびオープンイノ ベーショ ン への取り 組み

FFG では、グループ のベンチャーキャピタ ルであるFFG ベンチャービ ジネスパート ナーズを通じ て、ベンチャー企業の支

援・ 育成に取り 組んでいます。

　 FFG ベンチャービジネスパート ナーズ（ 以下FVP）では、

地域社会の課題解決につながる事業に取り 組む企業を

中心に、投資・ 育成を 行います。また、お取引先と ベン

チャー企業と のマッチング等を行う こと で、オープンイノ

ベーショ ンの加速化を目指し ます。さ らに、大学発ベン

チャーへの投資・ 支援、大学の知財活用による創業支援

に積極的に取り 組んでいます。

～大学との連携による大学発創業支援～

　 FV Pは、九州大学と 共同研究契約を締結し 、事業創出

プログラム「 FFGインキュベーショ ンプログラム」を実施し

ています。九大ビジネススクールなどの受講生が、大学の

研究者と 連携し 、大学の持つ技術（ シーズ）の事業化（ ビ

ジネス化）を目指します。

　 九大発ベンチャー支援の実績とし て、宇宙、医療サー

ジェリ ー機器など計6 社に総額9 億円以上を投資し てい

ます。

インキュベーショ ンプログラム

九州大学

医学部

工学部

農学部

芸工学部

理・ 他学部

②毎期５シーズ程度を選出

③九州大学機関と 連携し 、

事業化を支援

・ 特許分析

・ 市場調査

・ ビジネスモデル分析　 など

①各学部の

技術シーズ

を提供

九州・ 大学発ベンチャー振興会議

①九州の各大学からも

シーズを提供

｢FFGインキュベーショ ンプログラ ム」

・ START

 プログラム※に

 応募

・ 振興会議による

 資金調達

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
誕
生

※START（ 大学発新産業創出プログラム）

研究開発・ 事業育成の公的資金と 民間の事業化ノウハウ等を

組み合わせ、事業化を支援するJST（ 国立研究開発法人科学

技術振興機構）のプログラム



■ FFG ベンチャービ ジネスパート ナーズの取り 組み

地域の面的再生への積極的な参画

■ 地域再生・ 活性化ネット ワーク

当社グループ傘下の福岡銀行は、地方銀行８行と『 地域再生・ 活性化ネット ワークに関する協定書』を締結しています。経営基

盤・ 営業エリアが異なる地方銀行が連携し 、各行の保有するさまざまな情報・ ネット ワークを相互に活用することで、従来単一の

銀行ではできなかったサービスの機会、スピード 、質（ クオリティ ）を最適なソリューショ ンとしてご提供します。

県境・ 地域を越えて活躍するお取引先（ 広域展開企業）のビジネスニーズや、

地域の再生・ 活性化に資するさまざまな個別案件に対し て、下記①②③を

中心に連携・ 協力して対応しています。

①各種金融手法を活用し た資金供給（ シンジケート ローン、協調融資等）

②M & A や事業承継にかかる 相手方（ 売り 先・ 買い先）情報のご 提供、

アド バイザリ ーサービス

③ビジネスマッチング業務にかかる各種情報のご提供

■ ネットワークを活用した案件
※9 行合計の金額・ 件数

融資実行金額

M & Aの成約件数

1,375億円

6件

67件ビジネスマッチング業務において顧客紹介に至った件数

（ 2 0 1 4 年1 月～2 0 2 1 年9 月）

●具体的な取り 組み

FV Pと 十八親和銀行は、長崎市と 連携し 、長崎で起業を

目指す方を 支援するプ ロ ジェ クト「 N a g a sa k i 　 Sta r tu p  

C o m p a ss」を実施し ています。セミ ナーやワークショ ッ プ

の開催、専門家による相談会に加え、1 年後の起業を目指

す方を対象にし た実践的な起業家育成プログラ ム「 コッコ

デショ！」を展開し 、幅広い起業支援を提供し ています。

　 昨年度から 継続実施し ており 、2 0 2 2 年度は高校生向け

プログラムを新たな取り 組みとし て提供します。

●N agasak i Sta rtup  Co m p ass

FFG は、スタ ート アッ プ 企業をはじ めと する 外部企業と

と も に、新たなビ ジネスの創出を目指すオープンイノ ベー

ショ ンプログラム「 共挑！」を開催し ています。アイデアや技

術を有し ながらも 環境変化の中でその活用・ 検証に課題を

感じ ているお客さ まが多く いらっし ゃる 中で 、FFG のサー

●FFGオープンイノベーショ ンプログラム「 共挑！」

ビ ス開発技術やネット ワーク などと 組み合わせていく こと

で、新たな価値を生み出し 社会に提供し ていく こと を目指

し ます。FFG 各社と の連携や実証実験などを通し て、外部

企業と の事業共創に取り 組んでいきます。


